
セーフコミュニティ
こうか みんなでつくる安心安全なまち

箇
所
に
赤
い
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、
そ

の
理
由
を
書
き
入
れ
ま
し
た
。
こ

の
学
習
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
を

下
級
生
に
伝
え
る
な
ど
、
マ
ッ
プ

作
成
を
通
じ
て
危
険
箇
所
の
情
報

を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

子ども
の安全

子どもたちを、守る
　子どもは地域の宝です。しかし、昨今、子どもが巻き込まれる痛ましい出来事
が全国的に多く報じられ、それは交通事故、ネットトラブル等、多岐にわたります。
　セーフコミュニティでは、子どもの安全をテーマに「子どもの安全対策委員会」
を設置し、対策に取り組んでいます。

　
市
で
は
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す
る
「
事
故
や
け
が

は
予
防
で
き
る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
科
学
的
な
予
防
対
策
と

ま
ち
ぐ
る
み
の
連
携
に
よ
っ
て
事
故
や
け
が
を
防
い
で
い
こ
う
と
す
る

世
界
基
準
の
取
り
組
み
で
、
今
年
の
秋
の
認
証
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
や
課
題
に
基
づ
い
て
、
優
先
し
て
取
り
組
む
テ
ー
マ

を
5
つ
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
委
員
会
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
総
が
か
り
で
、

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ご
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
情
報
端
末

機
器
利
用
時
の
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
率
や
家
庭
で

の
ル
ー
ル
策
定
率
の
向

上
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
従
来

か
ら
の
P
T
A

に
よ
る
研
修
の

充
実
に
加
え

て
、
モ
デ
ル
学

区
住
民
を
対
象

に
「
情
報
端
末

機
器
に
か
か
る

安
全
講
習
会
」

を
開
催
し
、
市

民
へ
の
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
０
～
４
歳
児
の
家

庭
内
で
の
事
故
が

多
い
と
い
う
デ
ー
タ

か
ら
家
庭
内
で
の

ケ
ガ
を
防
ぐ
た
め

に
「
お
う
ち
の
中
の

危
険
箇
所
・
事
故

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
、

自
然
体
験
を
伴
う
活
動
は
と
て
も

大
切
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
自
然
体
験
活
動
で
は

ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
る
と
、
骨

折
を
は
じ
め
と
す
る
大
ケ
ガ
や
、

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
安
全
対

策
委
員
会
で
は
、
地
域
や
団
体
に

お
い
て
、
安
心
安
全
に
自
然
体
験

活
動
を
実
施
す
る
た
め
の
支
援
と

し
て
、
実
施
状
況
の
調
査
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
「
青
少
年
の
自
然
体
験
活

動
に
お
け
る
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
基
に
し
た
自
然
体
験
活
動

予
防
チ
ェッ
ク
」
を
作
成
し
、
市
内

の
園
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を

通
し
て
１
０
０
０
世
帯
に
配
布
し
、

啓
発
を
し
ま
し
た
。
チ
ェッ
ク
シ
ー

ト
を
配
布
し
た
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
『
今
ま
で
に
自

宅
内
で
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
』
と

い
う
問
い
に

は
91
％
の
方

が
「
あ
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
使
い
、
予

防
対
策
を
行

う
こ
と
で
、
事

故
が
減
少
す

る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

５つのテーマ
自 殺 の 予 防

交 通 安 全

子どもの安全

高齢者の安全

災害被害の防止

　
市
内
で
は
小
中
高
生
に
よ
る
自

転
車
事
故
の
割
合
が
多
い
こ
と
か

ら
、
交
通
安
全
意
識
や
自
転
車

の
安
全
技
術
を
高
め
、
地
域
の
危

険
箇
所
の
認
識
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
自
転
車
安
全
教
室
や
地
域
で

の
交
通
安
全
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
中
学
１
年
生
を
対
象
と

し
た
自
転
車
通
学
路
体
験
事

業
で
は
参
加
し
た
児
童
が
、

地
域
の
通
学
路
を
走
行
し
、

安
全
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と

も
に
交
差
点
な
ど
の
危
険
箇

所
を
確
認
し
、
安
全
な
通
学

に
備
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
マ
ッ
プ
作

成
で
は
、
小
学
５・６
年
生
が

登
校
班
別
に
危
険
だ
と
思
う

　
希
望
ケ
丘
学
区
講
習
会
参
加
者

の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
情

報
端
末
機
器
を
買
い
与
え
る
こ
と

に
つ
い
て
、
危
機
意
識
が
高
ま
っ

た
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

指
導
者
等
研
修
会
へ
の
参
加
団
体

か
ら
、
実
施
状
況
や
事
故
の
有
無

な
ど
の
報
告
を
受
け
、
そ
の
中
か

ら
得
ら
れ
た
気
づ
き
を
今
後
に
つ

な
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

自
転
車
安
全
教
室
・
交
通
安
全
マッ
プ
作
成

自
然
体
験
活
動
の
安
全
な
実
施

ネットトラブルを防ぐ研修の実施

安全対策の啓発、子育てサロン新設への
働きかけ、子育て情報の発信

取
組
①

取
組
④

取組③

取組②

　家の中で子
どもにとって危
険なところは気
を配っていたつ

もりでしたが、それ以外にもまだ
まだ危険箇所があることに驚きま
した。
　事故やけがを未然に防ぐとい
う、セーフコミュニティの考えは
素晴らしいと思います。私は母親
として、「子どもの安全」が最も
身近ですが、同じように５つのテー
マにおいて、みんなで取り組めれ
ばいいと思います。

　これまで何
度も活動してき
た場所は下見
を疎かにしがち
です。
　セーフコミュニティの取り組み
である自然体験活動指導者研修
を受講し、そこで学んだ「直前に
行う下見」を実施しました。
　よく知っている活動場所であっ
ても注意すべき新たな発見があ
り、現在の状況を再確認できまし
た。未然に事故やけがを予防し、
安全にプログラムを実施する手が
かりが増えたことを実感しました。

「おうちの中の危険箇所」啓発を受けた
藤
ふ じ

井
い

真
ま

奈
な

美
み

さん

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
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安心安全に健やかに育ってほしい

▲「おうちの中の危険箇所・事故予防チェック」

▲自転車通学路体験をする新中学１年生▲情報端末機器にかかる安全講習会の様子

▲自然体験活動指導者等研修会の様子

自然体験活動指導者研修を受けた
甲賀第１団ボーイスカウト隊隊長

森
も り

口
ぐ ち

充
みちる

さん

認証取得に向けた現地審査の期日が１０月２１日（水）・２２日（木）に確定しました。
※詳細は１０月１５日号でお知らせします。

4平成 27年 10月1日5 平成 27年 10月1日


